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d，作＇Jにi土きわ ，）〕て1危く わ4か fi!; Jlで、j註ド毒し二
L、る C 阿イ iアシ問題ゎ打開方針でスカルノ大統




にな ＇） たの代オ） ' ＇て登場 Lだの（土、同じくマシュ
ミ党首班λが、 ¥1J.民党の参加iもえたスキマン内閣
である
スキマン内閣（]C)fil 1 4 )l～円fi2年2}1) も経済
面では前内閣の氏族化路線を受け J 丸、だ。椋氏地

















L 寸れも陸海f 中央の怒りを買うできごとであ •＇）
たのこのため，治安の同復を政策口擦の第 Iに掲
げてャたにもかかわらず，治安状勢はむしろ後退












議にt諮られず， Z李首脳に也知iムせずに進められたn Jj! 
































































































































































いない r 第.;5；内閣のときと日除、財政，恥j三rtriJ 
ひ 1~·傾にの， f IJ ，外貨準備も激 J成したl 政~＇.fi土
r ¥Iドから円借款を取り決め，また，ノいゲfLJif. 
l必定に七と J ；く対す弓ンゲ債務のー方的な破棄を
























































































分 i／、の期待が非現実的なまでに高ヤこと，行政fンド下 J ,' Jl 午命以米，J交じる i)) ) i二／; .. I Iこし
をレっそう百号めてレるこ機構の未熟さが i浸透！frJIどl(/J統」it全象徴しぐさたのはス心～ノニ r、F












企j采HIしたい什itJ) lfilc'.:にひ、と d ノジ）い転換期”をごlilぢζ
I 1- J. -- ,_ " -


















革命来の政党乱立を議会で反映したために.} スー’寸‘ 1%11年：iJj 遂に ~'r職する。［，，］時にスカルノ大
連立政健：ま避け 1・,,j L ・f，勢い政府は不安定た （， j そしとがji力J；二がd1員ft-'i-,tに戒民主令を砲し、fこc
ゾ L よ ＋ t 、


















とりたてて「i正当性i涼fljのルールに依拠して，｜泊に，；g.'hうふM処♂） ＇：ヶ－／時他のひと， ）は第 P











と高水準の［配分」要求Ii:7:；ぇ台わすi . : I参加！そして品会制民主守 ~\6 v') ,wとi'!1i主的な｜民族化J'






110)]171]＇ド次；cにおける子的支持の不足か.－，，したことに見いたせ tう】 1厳格t.stHl'Zil.if !Flと＼'Ii’，t{
件 iを介 Lて政命的な後jJ!を余儀なくされζ）.，他
)j，第 2のパ々ーンは’f忘主領域／，二日を配 i)' 't古





. i長十生や；I ミノトえン政l(f(/) ;,Ye勢に/ C；立、
しかし政権誕i:
持関心、の強主から，能力をこえる：b:易な“再配分”
（仁ノ l. ）や党手I］むき I二しの｜浸透jでj/('2' 0 












！正当性lを？とサてし士「） ；.~（土政治的腐敗により課題必＂依の ,i,'i， ごは ~'i l c＇打、マーン合，； I :~ t小、EL、
Jfi:tu，対処は店しく i主..，・乙くるHuL多いし＇） ！ニ／：～








川I1:'b ,.~.> J I日出1]:_./;. 1・,! I ,:I:、＇I；二、 1(1(.1ソ31れよ；： tl;,:1よく，（；，
タト政而では‘
I }fi，持民主日，ljjけ！防リ～！”が）
'i: f: iこ戒厳令が施かれて iケバ後i二成立をら
fこ無党派のジュアンダ内閣l土、スカルノ大統領が




こ）L ，・，ユ fi五円パタ シ全L、主，
HIJし一ご昔とわセi工i欠，，，とつになろう
配分j：ほ透」 JS): :f 1 c＇）ノ：タ i一／－でi土liJY！ミと
（ ご！寸u之今j i二l主,'. 























にあって r:i品作伎を果た寸ことに費やさJl C ＇.、0o
｜国民統一ム I (Musj訓 ιarahNasional）て＇i[}q民経
済会談J(Mu筑jawarahEkonomi Nasional）の招集な
どはその鍔力による。だが，これらは実質的な成


























































／，，笥 1Fp被 ，｝）終結はそのl京国；こな？た n~ ＂＇な r111趨C)






；お l；こ‘ “阿古L''i計支fこt,, fr JJM＇、郎元・ヴ坂長L”
に力ILlJ , ，た γ ／ノュ、 ＼＇t.および社：主党しり発言）Ji）；激









y点厳？？に上 lらすと i》軍治；Jf?:治；二参与でき、そし C
共産党ぴJj!,/IJ）をJ.tじ込ιわうる、新し ν；n11支枠ω明
人（ニ目楳がおかれた｝
訴~J に司 1Jす』品川｜勝手IJはス ！J Jレノ Cl)I勝手I］でもめ J I 
J二 スカ’Lノの！威信；土Tr：；主 i人 削除｝j:，’実現のチ
γンスは大き〈なっ t: そして陪単は政党政治に
反対する ）~，で同じ立J坊にある だが［，，Jl寺iこ， l'j1)i 
d〕組織をもたなL、スカルパこと d J之、！日イ京；よ彼（／）















とι1%9＆ドリ )l で共産党が第 i党μ躍りで心
1f能性かある）これもまた，諸他の政党が－Hiに



















( fi()iドl)j ), 予算案にたし、する批判を機にi議会の
i東寺九新たに任命に上り議席の半数をE容を含む












































































































































































）「リじも l : .t i♂ 7レを昂i1主せしめるのみで，続出I]







のもと t二試みろjl たことがあった。 11963年忌 )l










































































































































































































































































































































































(i:1: 9) 早い時点でこ：！lを指摘したのは， Selosoe-
mardjan, Some Social and Cultural Implications of 
Indonesia’s Unplanned and Planned Development，＇’ 
Review ul Politics, Vol XXV (Jan. 196:3）.な J,
ジャワ人の伝統的な政治意織について簡略に（j:，安中
毒￥；）：、fクャワ支配！母の｛由け｝宣意汲 i〈尚矯保紙，lf東i¥.fア
ジアの価償意識』 i二巻 アジブ経済研究所 1974年〉。
（注10）“symbolicresponse”に〆） I,.、て，.： Alrno 


























{ -,c・す＼J 字、一教イヒを報！とする「アイデンティテ f_J 三erヲ：＆}JI,のリi芦), I 、人 riF I ¥ 、企1ヨm.事象”である」
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インしれし長期的な展望はと弘かく司，、ブ oc?' ' , 'u；》－ -
したが，－， -c“危機”び）を生んでいるためであるつ政i台乞化。〕Hf:,',:iことるヅ 1，，ーラ I)ドネ：？では，























映してい主う η それはD・A ・ラストウヤE. J¥ 
ノード 1.ンガーが同氏出家の形成展開に／ ＞＼ 、て
i主べた“内的論理”一一国民国家の建設にあた〆 P
ては海数課題れ同時処理でなく‘課題間の｛憂うle/I!'[
{,';, / 5けが必要であ：J, “権威”の確立や中央政府
(I）“制度化”は‘ “平等”や“努力D”に先行Lマー






















心i'J1~ L‘辺 t'i：が/Ji，主る二とになんう 't. fこ、 ノ IJ：.，ト
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